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要約 科学技術や理科に対する子ども遠の興味関心を喚起する施策として,文部科学省は｢科学技術・理科大好き

プラン｣を今年度から実施している。これは,スーパーサイエンスハイスクールやサイエンス・パートナーシ

ップ・プログラム(SPP)など,高等学校と大学との連携にもとづく発展的な理科教育プログラムが盛り込まれ

ていることが大きな特色である。このうち,SPPに関する高等学校での実践について報告し,高校と大学との

連携の在り方や今後の課題等について論述した。
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はじめに

科学技術の爆発的な進歩と社会の高度化と複雑化に

伴い,私達をとりまく生活環境が大きく変化しつつあ

る。こうしたなか,教育に対してもこれまでになく創

造的で具体的な在り方が求められている。特に,「豊

かな国民生活や社会経済の発展及び産業競争力の強化

を実現する科学技術創造立国」1)を目指す日本にとっ

て,科学技術創造立国を担う有用な人材の育成は,教

育に課せられた最も重要な責務のひとつといえる。

その一方で,子ども達の「理科離れ」や「学力低下」

など,科学技術創造立国の土台を揺るがしかねない深

刻な諸問題が指摘されて既に久しい。これらの問題は

根深く広範に及ぶために,個々の教育機関ごとの対策

では抜本的な解決が難しい。学校や教育段階どうしの

連携による,具体的で有効な取り組みが求められてい

るのである。

では,これまでの連携の実態はどのようであったか。

高校と大学との連携による教育実践をまとめた「高等

学校教育の改革に関する推進状況」によると,「大学

の科目等履修生,聴講生又は公開講座などの制度の活

用」と「高等学校と大学の接続」の2つの領域につい

て報告されているが,内容的には大学受験に向けた進

路指導の一環としての情報交換や大学見学会等が中心

のようである2)。

「理科離れ」や「学力低下」などの問題の解決をは

がるためには,子ども達の科学技術に対する夢と希望

と志向を高めさせるような理科教育を,学校や教育段

階の間で連携をばかりながら行われることが求められ

る。

そのような連携の例として,身近なところでは,愛知

教育大学附属高等学校と愛知教育大学との連携による

「アカデミック・クエスト講座」がある。アカデミッ

ク・クエスト講座は,「大学教官による専門的な教養

を高める特別授業」と位置付けられており,「総合講

座(理系講座と文系講座)」と「専門講座(ある領域のみ

を扱う)」に分けられて実施されている几

国レベルではどうか。文部科学省は「科学技術・理

科大好きプラン」と名付けた科学技術・理科教育の振

興政策を今年度より展開している。これは,「科学好
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き,理科好きな児童生徒を増やすため｣に表1に示す

ような6つの施策によって構成されている。

表1のうち,スーパーサイエンスハイスクールは,

F科学技術,理科・数学教育を重点的に行う学校をス

ーパーサイェンスハイスクールとして指定し,高等学

校及び中高一貫教育校における理科・数学に重点を置

いたカリキュラムの開発,大学や研究機関等との効果

的な連携方策についての研究を推進し,将来有為な科

学技術系人材の育成に資するJj)ことを目的とし,現

在23都道府県26校が指定されている。愛知県では愛知

県立岡崎高等学校が国立岡崎共同研究機構と連携し

て,潤沢な予算を活用しながらこれまでの常識では行

いえなかったような全校的な理科教育プログラムを活

発に展開している呪

大学,公的研究機関,民間企業等と教育現場との連

携の推進(Science Partnership Program:以下, SPPと

いう)は,授業単位での特別な理科教育プログラムの

導入を目的としており,予算規模ではスーパーサイェ

ンスハイスクールには及ばないものの,そのぶん小回

りのきく教育活動を展開することができる6)。

このうちSPPについては,筆者のひとりが動務する

愛知県立成章高等学校(以下,成章高校という)におい

て今年度実施することになった。成章高校のSPPは,

愛知教育大学をはじめとする3大学1研究機間との連携

により,今年度末までに段階的に実施される予定であ

る。ここでは,平成14年11月時点での成章高校SPPの

実践報告と,特に高校と大学との連携にもとづく発展

的な理科教育プログラムに関する今後の課題について

述べる。

方法

SPPは、「中学校、高等学校等を対象に、大学、公

的研究機関、民間企業等との連携により先進的な科学

技術・理科、数学教育等を実施する」6)ことを目的と

した科学技術・理科教育プログラムであり、その概要

については、表2のとおりである。

表2 SPPの概要6)

1大学、研究機関等の研究者、技術者を学校に招へ

いして実施する特別講義に対する支援

2学校と大学、研究機間等の組織的な連携によって

実施する科学技術・理科、数学に関する学習プロ

グラムに対する支援

3各都道府県教育委員会、指定都市教育委員会及び

中核市教育委員会や、大学、研究機関等において

実施する、教員を対象とした科学技術・理科、数

学に関する研修

このうち,成章高校のSPPにおいて実施することと

なったのは,「特別講義」である。成章高校のSPPは

表3に示すような,2つのテーマにもとづく7つの発展

的な理科教育プログラムによって構成されている。

SPPのための発展的な理科教育プログラムを企画す

るにあたり,SPPの趣旨を踏まえたうえで,教育課程

や学科構成など成章高校の特性に合った展開の仕方が

模索された。あわせて,対象となる生徒をどう位置付

けるかが話題になった。成章高校は愛知県渥美郡に位

置し,普通科,商業科及び生活文化科の3学科からな

る地域の中核的な伝統校である。そこで,普通科の理

系生徒を対象としたプログラムと,科学に関する教養

を重視したプログラムとに大別して立案された。前者

は,科学技術分野を担う人材となることが期待される

生徒達を対象に,大学やその後の進路等への興味関心

と意欲を喚起することを主たる目的とした。後者につ

いては,社会人として身につけるべき科学的素養の意

義や,地域環境など身近な問題と科学技術との在り方

について,より広範な生徒達に理解させることを主た

る目的とした。これらのプログラムの実施にあたり,

平時の学習活動や他の学校行事との整合性についても

できるだけ考慮した。

結果

成章高校のSPPの第1回目が,愛知教育大学の理科

教育講座(川上研究室)との連携により,商業科第3学年

1クラスの生徒らを対象に平成14年11月に行われた。

SPP第1回目は,｢生物と環境との関係と,環境問題に

関する講演｣(ﾕ時間)と｢環境ホルモンに関する教材を

活用した実験実習｣(2時間)の2つの学習活動によって

構成された。

一連の学習活動を実施するにあたり,高校と大学の

担当者同士による事前の打ち合わせと準備とが繰り返

し入念に行われた。

講演については,大学の教官による講義ということ

もあり,当初は緊張感に満ちていたが,生徒の意欲と

期待感,及び講義の質と熱弁とによって,生徒達は最

後まで熱心に聞き入っていた(図1)。

実験実習については,環境ホルモンに関する生物教

材を用いての講義と観察実験,生活科学に関する実習,

及び討論などが行われた。今回使用した生物教材は,

大学側のスタッフのひとりである花井咲絵子氏が研究

し教材として開発したものを活用した。大学の学生達

のティーチング・アシスタント5名による手厚いサポ

ートのもと,非常に充実した人的支援による活発な学

習活動が展開された(図2, 3)。図2はティーチング・ア

シスタントが実験方法を説明しているところで,この

後生徒は実験活動をおこなった。その間ティーチン

グ・アシスタントは生徒の学習活動を支援した。図3
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は実験の後,データをもとにデベート形式で討論をし

ている様子を示す。

SPP実施後のアンケート7)の結果については,表4の

とおりであった。

表3 成章高校のSPP

図1 講演を熱心に聞く生徒
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図3 実験データをもとにした討論

表4 SPP第1回目のアンケート結果

※回答1:「肯定的」,回答2:「どちらかというと肯定的」,回答3:「どちらともいえない」,回答4:「どちらか

といえば否定的」,回答5:「否定的」
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アンケートの結果からは,ほとんどの生徒が「肯定

的」か「ほとんど肯定的」の回答を示していた。また,

感想(Q7)については,ほとんどの生徒が満足度の高い

有意義な授業であったとの感想を述べていた。これら

のことから,今回のSPPによる授業に対して,生徒は

大きな好感度を感じて積極的に受け止めていたことが

分かった。参加した職員からも,「大学の方々と生徒

達とが熱心に学習に取り組み,とても良い学習の場が

共有できていて感動した」との感想があったことが印

象に残った。

大学側からは,今回のような高校と大学との連携に

よる学習について有意義であったとの評価が得られ

た。また,今後も同様の活動に対して協力をしていき

たいとの感想が得られた。

高校側としては,一連の学習活動について期待した

以上の意義があったと感じた。新しい出会いを通じて,

通常の授業ではなかなか得られない知識や体験とによ

る理解の深化が生徒にあったように思われた。

さて,今回のSPPによる,高校と大学との連携にも

とづく発展的な理科教育プログラムについて,利点と

問題点に関して検討する。

まず利点についてであるが,それぞれの立場にとっ

て収穫があったように思われる。

生徒にとっては,大学の教官を講師に招き,普段に

はない充実した学習環境の中で最先端の科学技術につ

いて学ぶという機会を通じて,理科への興味関心や意

欲へと結びつきうる良質な刺激が得られたという点で

ある。

高校にとっては,科学技術に関する最先端の知見や

最近の話題について紹介する格好の場となるととも

に,進路指導や科学技術に関する生涯教育への動機づ

けにつながる適切な機会になったという点である。

大学にとっては,研究成果や最新の科学技術につい

て啓蒙する役割を果たす場となるとともに,大学で将

来科学技術を学ぼうとする高校生を育成する適当な機

会になりうるものと考える。また,教員養成の観点か

らは,開発した教材や学習理論等の実践の場として,

その成果を研究にフィードバックすることが期待でき

るものと思われる。このことは,高度専門的職業人で

ある教師の養成機関としての大学にとって,長期的に

利するものと思われる。

一方,問題点であるが,今回のSPPは今年度中に完

了すべき事業であるので,次年度以降との連続性を欠

いていることである。高校と大学との連携は長期的か

つ継続的な取り組みにもとづいて行われることによっ

て,信頼関係と相互理解が深まり,互いが求める成果

が一層具体的に実現できるようになるものと思われ

る。 しかし, SPPやスーパーサイェンスハイスクール

のように高校と大学との連携を国が支援し,かつ継続

性を伴うような理科教育プログラムの実践はまだ少な

いのが現状であろう。

そこで海外の理科教育に目を向けると,教育機関ど

うしの連携による発展的な理科教育プログラムの事例

として参考となるのが,理科教育の分野ではトップク

ラスの国のひとつであるシンガポールである。筆者ら

は2000年8月にシンガポールの諸教育機関を現地調査

し,シンガポールの理科教育について検討した8い)。

シンガポールの教育の特徴のひとつに,英才教育プ

ログラム(Gifted Education Programme : 以下, GEP

とする)がある。 GEPは,天賦の才に恵まれた子ども

達のために,その才能を十分に伸ばすことを目的とし

た発展的学習のプログラムである。 GEPでは,理科は

重要な教科のひとつとして位置付けられており,表8

に示すような小中学校と高等教育機関との連携にもと

づく発展的な理科教育プログラムを通じて,科学技術

分野において優れた資質をもつ児童生徒の育成を目指

している。

表5 GEPにおける発展的な理科教育プログラム1o)
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このような事例を参考に,日本においても,高校と

大学との連携にもとづく発展的な理科教育プログラム

の一層の拡充がのぞまれる。

今後の課題としては,成章高校におけるSPPの残る

6つの理科教育プログラムについて,より有意義なも

のとなるよう取り組んでいく所存である。そして,そ

れぞれが単発的な学習活動で終わるのではなく,科学

技術に対する生徒の興味関心や意欲を効果的に引き出

せるように,発展性を視野に入れながら長期的なスパ

ンを見通して企画運営をはかるつもりである。また本

校の取り組みを含め,SPPをはじめとする一連の理科

教育振興政策が一定の成果を上げることを期待する。

科学技術創造立国を担う人材となりうる子ども達にと

って,有意義な理科の学習活動が今後も広く充実して

いくことを希望している。そのために求められる高校

と大学との有効な連携の在り方を今後も検討していく

ことは非常に有意義なものと思われる。
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